






Class Plan for “Nefarious Villain Shot Dead”
MIYAZAKI Masayasu
 In this class junior high school students examine a nefarious villain who kills a lot of people, 
deprives them of money, and is shot dead by government officials at the end. 
 The cruel event relating to such a nefarious villain causes people deep and intense sorrow as well 
as anger.
 It seems that deep and intense feelings of sorrow and anger remain even if the nefarious villain is 
shot dead. 
 How is the feeling of deep and intense sorrow and anger relieved?
 Has the nefarious villain shot dead expiated his crimes?
キーワード : 極悪人、深い激しい悲しみや怒り、罪の償い
Keywords:nefarious villain,deep,intense sorrow and anger,expiated his crimes
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　「中学校・新学習指導要領・生きる力・第 3 章道徳・第 2 内容・4. 主として集団や社会との関わり
に関すること」の（1）は、「法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を重んじ
義務を確実に果たして、社会の秩序と起立を高めるように努める」とされている。















































































































































　　はじめに・範読  5 分
　　課題 1　 17 分
　　課題 2　 5 分
　　課題 3　 18 分
（課題 4　　　　　　　　　　 6 分）
　　まとめ 5 分






















































































































































































い だ い け ぶ に ん
提希夫人（= 法然の亡き母。梅原猛説）に渡した法然なら、そのように説
いたかもしれない。
　また本
ほんかく
覚思想は、すべての人や生き物に仏
ぶつしよう
性（一
いつさい
切衆
しゆじよう
生悉
し つ う
有仏
ぶつしよう
性）があるとする。小さなハンス
と父の食事の場面は、ハンスや父の仏
ぶつしよう
性が顕現した瞬間と言えるかもしれない。
　さらにこの考えを推し進めれば、ハンスや父の仏
ぶつしよう
性が顕現した瞬間を見たり聞いたり知ったりし
て関わったすべての人は、成
じようぶつ
仏するという思想に拡張されていくかもしれない。
　ごくわずかであろうが、「この話は、日常的で普通の人間的な楽しいことが大切なのだと言ってい
るように思う。日常的で普通の人間的な楽しいことは、極悪人にとっても罪のつぐないになるかも
しれないくらい大切なのだという話だ」と、極悪人ハンスの物語を読み解く生徒（児童）がいるか
もしれない。
　こうした発言があれば、素晴らしいことである。
　この発言の内容は、ハンスの物語に含まれている、そして山下和美の「由利香」に含まれている、
もうひとつのテーマあるいはメッセージと言えるかもしれない。
　しかし教師は、このような発言を生徒（児童）がするように誘導してはいけない。
　上のような読み解きに収斂することが、「正解」では無い。
　生徒（児童）のひとりひとりが自分の考えを持つことが、「正解」である。
　人は、死を含む深刻な出来事に出会うと、合理的な考えのみでは心をおさめられなくなる場合が
ある。
　道徳的・宗教的・超越的・霊的なさまざまな考えを引き寄せて、考えて見る必要が生まれること
がある。
　道徳授業としては、教師は、生徒（児童）から出るかもしれない、すべての発言（あるいはまと
めのノート発言）を受容的に受け止める必要がある。
参考資料：梅原猛『法然の哀しみ　上・下』小学館文庫、2004 年
　　　　　末木文美士『日本仏教史』新潮文庫、1996 年
後注：本稿は、藤井英之先生・下田喜久恵先生をはじめとする有田市立宮原小学校の先生方との議
論に負うところがあります。なお誤りがある場合は、すべて宮崎に責任があります。
